
 

 

 

※日高振興局・和歌山県東京事務所同時提供 
  

 

 

 

 
        

２年連続！！２年連続！！２年連続！！２年連続！！    
““““産学連携ツーリズムセミナー産学連携ツーリズムセミナー産学連携ツーリズムセミナー産学連携ツーリズムセミナー”（東京）”（東京）”（東京）”（東京）でででで、、、、    

摂南大学生が由良町での調査結果を発表摂南大学生が由良町での調査結果を発表摂南大学生が由良町での調査結果を発表摂南大学生が由良町での調査結果を発表    
    

平成 26 年 10 月 8 日に「大学のふるさと協定」を締結した由良町（和歌山県日高郡）

と摂南大学（大阪府寝屋川市）は、地域活性化のための様々な取組を進めています。 

その取組の一環として、同経済学部植杉大教授のゼミ生が 5 月にフィールド調査を

実施。9 月 6 日には学生、由良町民および由良町職員が、由良町の観光産業振興をテ

ーマに、住民ワークショップを実施したところです。 

この度、9 月 23 日開催の“2016 年度産学連携ツーリズムセミナー”（主催：公益社

団法人日本観光振興協会）で、昨年度に引き続き、これまでの調査結果を踏まえた  

由良町への観光振興に関する提言を全国に向け発表しますのでお知らせします。 

 

記 
 

＜2016 年度産学連携ツーリズムセミナーの概要＞                    

１．日 時：９月２３日（金）１４：００～１７：００  

２．場 所：東京ビッグサイト 会議棟 6 階 607・608（東京都江東区有明 3-11-1） 

３．学生による観光振興に関するアイデア・研究発表 

      「郷土愛が創る！温もりあふれる自然のホテル『グランピューラ』」 

※発表時間などについては添付資料や下記のサイトを参照ください。 

 
＜発表内容の概要＞ 

宿泊客に対するキャパシティが不十分である由良町の現状から、アメリカを

発祥として世界で親しまれ、近年日本でも普及しつつある、提供型キャンプ  

形式の宿泊サービス「グランピング」に着目。 

フィールド調査や地域住民とのワークショップを重ね、地域住民が主体と 

なったグランピング企画・開設・運営を模索し、産（官）学民で地域一体とな

った観光振興の実現を提言する。 

なお、「グランピューラ」とは、「グランピング＋由良」の造語。 

 

   産学連携ツーリズムセミナーサイト 

http://www.nihon-kankou.or.jp/home/committees/report/event/20160923.html 

 

 

資料提供(平成 28 年 9 月 16 日) 

担当者：和歌山県過疎対策課 

萩、岩橋 

電話：073-441-2930（内線 2930） 

×××× 



 

 

 

 

 

 

＜大学のふるさと問い合わせ先＞ 

担当 
和歌山県 由良町 摂南大学 

過疎対策課 萩、岩橋 総務政策課 寺井 地域連携センター 古屋 

電話 073-441-2930（内線 2930） 0738-65-1801 072-829-0385 

 

＜発表内容問い合わせ先＞ 

担当 
摂南大学 

経済学部事務室 濱崎 

電話 072-839-8120 

 

写真①：昨年度の発表の様子 

テーマ「オプショナルツアーの地域活性化に対 

するポテンシャル～和歌山県由良町の実地調査 

を通じて～」 

 

写真②：フィールド調査で由良町の魅力を探る 

写真③：事前調査の結果を住民に向け発表 写真④：地域住民とのワークショップで、観光振興

に関するアイデアを出し合う 



 

 

目指せ観光大国 日本！ 

ツーリズム EXPO ジャパンに合わせて開催 

2016 年度産学連携ツーリズムセミナー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催概要 

■開催日時： 2016 年 9 月 23 日(金)14 時～17 時 

■開催場所： 東京ビッグサイト 会議棟 6階 607・608 （東京都江東区有明 3-11-1） 

■参加対象： ツーリズム産業に関心の高い学生、ツーリズム産業に従事する団体・企業の社員、 

一般社会人、マスコミ関係者 

■募集人員： 300 名 (先着順)  

■申込受付：  

（締切：2016 年 9 月 16 日(金)） 

①Web(日本観光振興協会)でのお申込み 

下記 HP から申込フォームにアクセス 

http://www.nihon-kankou.or.jp/home/committees/report/event/20160923.html 

*受講券はプリントして当日ご持参下さい。 

②Email でのお申込み 

sangaku-tokyo@nihon-kankou.or.jp 

*氏名、学校、(学部・学科)、勤務先(部署・役職)、連絡先(TEL)を記載して下さい。 

③Fax でのお申込み 申込先 Fax：03-6435-6921（裏面が Fax 申込書となっています。） 

プログラム 

□主催者挨拶 山口 範雄    公益社団法人日本観光振興協会 会長 

□来賓挨拶  西海 重和 氏  国土交通省観光庁観光産業課 課長 

□共催者挨拶 川口 隼人 氏  日本学生観光連盟 代表 

■第 1 部 学生による観光振興に関するアイデア・研究発表 

 

■第 2 部 パネルディスカッション  

 テーマ 「観光大国実現のために必要とされる人材」 

 コーディネーター 

宍戸  学 氏  横浜商科大学商学部観光マネジメント学科 教授  

 パネリスト 

柏 頼之  氏  日本航空株式会社 執行役員 

 金木 有一 氏  株式会社オリエンタルランド 執行役員 

波潟 郁代 氏  株式会社ＪＴＢ総合研究所 執行役員 

 川口 隼人 氏  日本学生観光連盟代表 東海大学観光学部 3年生 

■第 3 部 学生からの研究発表の表彰と総評 

 審査委員  

 岡本 純也 氏  一橋大学大学院商学研究科 准教授 

 西海 重和 氏  国土交通省観光庁観光産業課 課長 

 久保 成人    公益社団法人日本観光振興協会 理事長 

入場は無料です 

※裏面に続きます。 

【参加特典】 

当セミナーに参加される学生の方

は、9 月 23 日当日に限りツーリズ

ムEXPOジャパンに無料で入場出来

ます。 

※登壇者は、都
合により変更と
なる場合がござ
います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先： 公益社団法人日本観光振興協会 人材育成部門 浅井・塚脇・王  

TEL.: 03-6435-8337  E-mail: sangaku-tokyo@nihon-kankou.or.jp 

氏    名 

 

 

 

所属（学校名・ 

会社名・団体名） 

 

 

 

受講券送付先 

Email アドレス 

 

 

 

電話番号 
 

学生による観光振興に関する研究発表テーマ 

2016 年度産学連携ツーリズムセミナー 参加申込 FAX 用紙 

■開催日時：2016 年 9 月 23 日(金) 14 時～17 時  

■申込締切：2016 年 9 月 16 日(金)  ■申込先 FAX：03-6435-6921 

■主 催：公益社団法人日本観光振興協会  ■共催：日本学生観光連盟 

■後 援：国土交通省・観光庁・文部科学省 ・一般社団法人日本経済団体連合会・ 

日本商工会議所・一般社団法人日本旅行業協会 

■協 賛：株式会社オリエンタルランド・ＫＮＴ―ＣＴホールディングス株式会社・ 

株式会社ジェイティービー ・全日本空輸株式会社・日本航空株式会社・ 

東日本旅客鉄道株式会社・株式会社プリンスホテル 

 

１） 「歴食をたのしむ『一味同心』プロジェクト～街道をロングテーブルで 

おもしろくする～」 

山口県立大学 国際文化学部 文化創造学科 

２） 「カルチュラル・オリンピアードを利用した地域活性化」 

東洋大学 国際地域学部 国際観光学科 

３） 「郷土愛が創る！温もりあふれる自然のホテル『グランピューラ』」 

 摂南大学 経済学部 経済学科 

４） 「観光人材育成のための研究及び提言 

『学生×地域×観光 ～スチューカル・プロジェクト～』」 

文教大学 国際学部 国際観光学科 
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